
 

令和５年度 第２回柏崎警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和５年９月29日（金） 午後１時30分から午後３時00分まで 

開催場所  柏崎警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数13人）
 

 

 山﨑会長 小林副会長 田村副会長 

 間島委員 清水委員 栁澤委員 遠山委員 

 坂井委員 廣川委員 藤田委員 三井田委員 

計11人 

警   察
 
 須田署長 長部副署長 木村警務課長 

 織田会計課長 鈴木生活安全課長 吉田地域課長 

 南雲刑事課長 高橋交通課長 新通警備課長 

計９人
 

 

 

管内の治安情勢 

 各課長から、令和５年８月末現在の管内情勢について資料に基づき説明があった。 

前回の答申に対する活動状況 

  署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下記のとおり説明があっ

た。 

１ 犯罪抑止対策の推進 

(1) 犯罪発生状況について 

(2) 警戒活動や被害防止広報状況について 

(3) 児童への声掛け事案への取組み状況について 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

(1) 死亡事故抑止への取組み状況について 

(2) 交通指導取り締まりの実施状況について 

(3) 主な重傷事故や死亡事故の発生状況について 

(4) 自転車ヘルメット着用義務化に関する取組み状況について 

 

諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 犯罪抑止対策の推進について 



 (1) 特殊詐欺被害防止広報 

 (2) ソフィアセンターへのデジタルサイネージ設置を予定 

 (3) 防犯機能付き電話機モニター募集 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

 (1) 交通安全教育、広報啓発活動の強化 

(2) 交通指導取締りの強化 

 

諮問に対する意見・質疑等（〇は署長等の説明） 

 交通事故の当事者が県外者であった場合、管内で交通安全教育を行う効果はあるの

か。 

○ 地元での広報に加えて、引き続き、県外者の立ち寄りが見込まれる道の駅での広報

などに取り組んでいきたい。 

 

答申      

質疑の後、柏崎警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

 

質疑（○は署長による説明） 

１ 小国地区は、もともと駐在所が３つあったものが１つの交番に統合された経緯が

あり、今年３月に新しく赴任した警察官は地域と一体化し尽力していただいており、

敬意を表する。 

しかし、交番の不在率が高く、地元住民の気も緩むのではないかと思われる。 

  峠を越えるなどの地理的条件がある中であるが、今以上の尽力をお願いしたい。 

○ 隣接の北条・広田駐在所なども活用し、パトカーを見せる活動をなるべく行うよう

にする。 

 

２ 以前、「白バイを見かけない」と言った記憶があるが、この前、白バイを見かけた。 

○ 夜間も含め、長岡・上越両方の交通機動隊から管内に入ってもらっている。 

 

 速度取締り指針 

 交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度取締り等を実施する旨の説

明があり、了解した。 

 

 その他 



 〇 会長挨拶            〇 会議状況 

       

     

 


